
旗野秀人さん旗野秀人さん

岡方

咲花温泉   柳水園咲花温泉   柳水園上映会の会場準備や上映会の開催を
手伝ってくれるスタッフを募集しています！

ブログ：http://aganogawa210.blog.fc2.com/

新潟水俣病問題が続く阿賀野川流域に暮らす人々を、３年かけて
記録したエンターティメントドキュメンタリー映画「阿賀に生きる」。
この映画の上映会を阿賀野川沿岸各地で順次開催しています。

次
回
上
映

問   080-3142-1684（平岩）かメールaganogawa210@gmail.comまで

平岩史行さん平岩史行さん
上映会主宰上映会主宰

日時 ● 12 月13日（土）14時～
場所 ● 咲花温泉  柳水園（五泉市咲花温泉7241）
※参加されたい方はお問い合わせ下さい（平岩携帯 080-3142-1684）

新潟水俣病は昭和40年5月31日に
公式確認され、同年6月12日に公表
されました。それから来年で50年を
迎えるに当たり、その歴史と教訓を次
世代に伝えていくための事業等を検
討する実行委員会が開催され、座長
を務める知事が「未来に向かって歩
みを進められるような会議にしたい」
などと挨拶しました。

発行：新潟県 （※環境省補助事業）　発行日：2014 年 11 月 10 日
企画編集：一般社団法人あがのがわ環境学舎（〒959-2221 阿賀野市保田 3866-1）

　

前
号
の
巻
頭
言
で
も
お
伝
え
し
た
と
お

り
、「
阿
賀
野
川
え
〜
と
こ
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
Ｆ
Ｍ
事
業
）で
は
、今
年
度
か
ら「
阿
賀

野
川
の
上
流
域
か
ら
下
流
域
ま
で
を
ど
う
つ

な
い
で
い
く
か
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、今

後
の
集
大
成
を
意
識
し
た
取
組
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
の
特
集
で
は
毎
年
恒
例
の
パ
ネ
ル
巡

回
展
の
開
催
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、こ

れ
ま
で
の
パ
ネ
ル
作
品
で
各
地
域
の
歴
史
の

一
コ
マ
と
し
て
描
か
れ
て
き
た「
新
潟
水
俣

病
」と
い
う
題
材
に
、今
回
６
回
目
の
巡
回
展

に
し
て
初
め
て
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
ま
し

た
。そ
し
て
、阿
賀
野
川
流
域
全
体
を
舞
台

に
、大
河
を
中
心
に
勃
興
し
た
近
代
産
業
を

背
景
と
し
て
、そ
の
光
と
影
の
顛
末
を
描
き

出
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
賀
野
川
流
域
は
来
年
５
月
末
に
新
潟

水
俣
病
の
公
式
確
認
か
ら
50
年
を
迎
え
、先

月
に
は
そ
の
際
の
取
組
を
話
し
合
う
第
１
回

目
の
会
合（
新
潟
水
俣
病
公
式
確
認
50
年
事

業
実
行
委
員
会
）も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ

う
し
た
公
害
問
題
の
歴
史
的
な
節
目
が
、で

き
れ
ば
阿
賀
野
川
流
域
の
未
来
を
紡
ぎ
出

す
一
つ
の
契
機
と
な
る
べ
く
、こ
れ
ま
で
と

同
様
に
過
去
の
光
と
影
に
も
真
剣
に
向
き

合
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
潟
水
俣
病
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
う

初
め
て
の
パ
ネ
ル
巡
回
展
を
開
催

公害問題の歴史的な節目から、未来を紡ぎ出すために

「岩越鉄道沿岸風景   小松の逆帆」（場所：阿賀野市小松／明治後期～大正期／提供：田辺修一郎氏）

※この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 14 号

　第１4号はいかがでしたでしょうか？ 
　前号でリニューアルオープンを告知したサイト「阿賀野川
え～とこだ！流域通信」が、無事８月前半に開設されて早３か
月が過ぎました。なんと嬉しいことに、リニューアル前と比べ
てアクセス数は３倍以上に達しており、ご覧いただいてる皆
さま方には大変感謝申し上げます。今後は様々な特集や連
載記事などにもますます力を入れて参りますので、今後とも
よろしくお願いします。
　また、パネル巡回展に併設されたもう一つの巡回展「絵葉
書と昔の写真展」もオススメです！昔懐かしい風景や暮らし
を振り返ることができますので、こちらもぜひお楽しみに！

特
集
１  

平
成
26
年
度
パ
ネ
ル
巡
回
展

　

 

「
阿
賀
野
川
と
銅
山
、ダ
ム
、そ
し
て
高
度
成
長
の
果
て
に
」

　

 

・
併
設
展
示「
絵
葉
書
と
昔
の
写
真
展
〜
セ
ピ
ア
色
の
阿
賀
野
川
」

特
集
２  

新
し
い
公
害
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
始
動
！

　

 

・「
正
解
の
な
い
問
い
」を
考
え
る
ワ
ー
ク
ショッ
プ
開
催

特
集
３  

阿
賀
野
川
え
〜
と
こ
だ
！
流
域
通
信

　

 

・
大
好
評「
特
集
！
阿
賀
野
川
も
の
が
た
り
」と
は
？

　

 

・
阿
賀
野
川
丸
ご
と
体
感
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
案
内
！

２
　

４５６

阿賀野川え～とこだ！流域通信

アクセス増加中！

×

映画 「阿賀に生きる」 阿賀野川遡上計画のお知らせ

新潟水俣病公式確認50年事業実行委員会（第1回）が10月14日に開催されました



阿賀野川と銅山、ダム、そして  高度成長の果てに
平成26年度パネル巡回展

～大河と近代産業が織りなした光と影～

新潟水俣病の記憶から遠く離れて…特集特集
１

来年（2015年）で、新潟水俣病発生の公式確認から50年

展示施設 展示時間・備考展示期間

9:00～17:00

9:30～16:30

10:00～19:00

8:30～17:30

狐の嫁入り屋敷

阿賀野市立図書館

江南区郷土資料館

新潟市東区役所

9:30～18:30

9:00～22:00

8:00～23:00

9:00～17:00

五泉市立図書館

新潟市秋葉区文化会館

NEXT21 アトリウム

水の駅「ビュー福島潟」

11/15（土）～

12/3（水）～

12/19（金）～

1/7（水）～

1/28（水）～

2/14（土）～

3/4（水）～

3/19（木）～

南口エントラ
ンスホール

11/30（日）

12/16（火）

1/5（月）

1/22（木）

2/10（火）

2/27（金）

3/15（日）

4/8（水）

毎週木曜休館

毎週月曜休館

毎週金曜休館／日・祝10時
～17時／最終日は16時まで

毎週月曜・1/30（金）休館
土曜・日曜  9:30 ～ 17:00

2/23（月）休館
最終日は17:00まで

3/9（月）休館
入館は16:30まで

江南区文
化会館内

阿賀野川流域では明治以降、大河を利用した様々な産業が発展して、
日本の近代化に貢献し、昭和の高度経済成長を後押しする一方、

阿賀野川沿岸では公害が発生し、問題は今も続いています。

草倉銅山明治期鹿瀬ダム大正期昭和電工昭和期公害発生S40年問題長期化50年間今後に向けた様 な々取組を展開 !今後に向けた様 な々取組を展開 !現 在
パ
ネ
ル
の
流
れ
を
紹
介詳細は次頁をご覧ください!!頁をご覧ください!

阿賀野川流域の阿賀野川流域の
昔懐かしい写真昔懐かしい写真
がいっぱい♪がいっぱい♪

来年2015（平成27）年に歴史的な節目を迎える現在、
これまでのいきさつを流域全体で見つめ直す  

パネル巡回展を開催します！

■ 開催期間
2014. 11/15～2015. 4/8
■ 開催スケジュール（※左表参照）

主催   新潟県
共催   新潟市、五泉市、阿賀野市、阿賀町

■ お問合せ＆企画

TEL&FAX 0250-68-5424

昭和電工㈱鹿瀬工場と社宅、そして阿賀野川
（鹿瀬工場タイムス昭和２９年新年号４４号１面）

「新潟県阿賀野川東信電気鹿瀬発電所堰堤」
（昭和初期／田辺修一郎氏所蔵）

奥が草倉銅山の角神製錬所、手前は阿賀野川の川湊
（明治後期／柏崎市立図書館所蔵小竹コレクション）
奥が草倉銅山の角神製錬所、手前は阿賀野川の川湊
（明治後期／柏崎市立図書館所蔵小竹コレクション）

（明治後期／長谷川国一氏所蔵）（昭和初期／沖田信悦氏所蔵）（鹿瀬工場タイムス昭和34年6月1日第109号）（読売新聞・昭和40年6月13日）（提供：新潟日報社／平成4年3月31日）

選鉱風景選鉱風景鹿瀬工場プラント鹿瀬工場プラント２次訴訟地裁判決２次訴訟地裁判決



～セピア色の阿賀野川

特集特集
２

～

平成26年度パネル巡回展「阿賀野川と銅山、ダム、そして高度成長の果てに」併設企画展示

明治から大正、昭和にかけての阿賀野川
流域の様 な々風物や暮らしが収められた貴
重な写真展示を、今回のパネル巡回展に

併設して開催します！

明治から大正、昭和にかけての阿賀野川
流域の様 な々風物や暮らしが収められた貴
重な写真展示を、今回のパネル巡回展に

併設して開催します！

● 絵葉書写真やカメラ愛好家による貴重な写真の数々の数々の数々

田辺修一郎さん（三条市）

かつて明治から大正、昭和戦前にかけて、日本全国の名所・旧跡や記念日の光景などが、当時はまだ庶民には珍しかったかつて明治から大正、昭和戦前にかけて、日本全国の名所・旧跡や記念日の光景などが、当時はまだ庶民には珍しかった
カメラで撮影され、絵葉書写真として流通していました。またその後、各地にいたセミプロの愛好家たちが、昭和20～カメラで撮影され、絵葉書写真として流通していました。またその後、各地にいたセミプロの愛好家たちが、昭和20～
30年代の風物や生活の様子を写真に収めていきます。国民生活にカメラが普及しカラー写真も登場し始める以前のこ30年代の風物や生活の様子を写真に収めていきます。国民生活にカメラが普及しカラー写真も登場し始める以前のこ

うした貴重な写真群を、ＦＭ事業では多くの皆さんのお力をお借りしてうした貴重な写真群を、ＦＭ事業では多くの皆さんのお力をお借りして

★数百点の絵葉書を提供
田辺さんは、全国有数の
絵葉書収集家で、24万
枚以上を所有されてい
ます。以前のえ～とこだ
よりに掲載された資料収
集のお願いをご覧になっ
て、数百点に及ぶ絵葉書
データの提供をお申し
出いただきました。

本写真展の開催期
間・場所等は、前頁
の平成26年度パ
ネル巡回展のスケ
ジュールを参照。

高森薬師老欅（明治～昭和初期）高森薬師老欅（明治～昭和初期）

水原瓢湖畔の桜（明治～昭和）水原瓢湖畔の桜（明治～昭和）
新津町小阿賀野川閘門（大正～昭和）新津町小阿賀野川閘門（大正～昭和）

（津川名勝）小花地の絶景（大正～昭和）（津川名勝）小花地の絶景（大正～昭和）

※本ページの絵葉書写真は、すべて田辺さんから提供いただいたものです。※本ページの絵葉書写真は、すべて田辺さんから提供いただいたものです。

「
正
解
の
な
い
問
い
」を
考
え
る

新しい公害学習を始めよう！

行政・企業の責任追及や被害者の苦しみを主題とした公害学習
は、90年代以降、社会の関心が地球環境問題に移る中で急速に
退潮し現在に至ります。「あがのがわ環境学習ツアー」では、時代
の変化に合わせた新しい公害学習のあり方を模索しています。

　
「
あ
が
の
が
わ
環
境
学
習
ツ
ア
ー
」で

は
以
前
か
ら
上
記
に
掲
げ
た
従
来
の

公
害
学
習
と
は
異
な
り
、事
件
や
事

故
を
起
こ
し
た「
当
事
者
の
立
場
」で

考
え
る
学
習
ス
タ
イ
ル
を
標
榜
し
て
い

ま
す
。そ
れ
は
悲
惨
な
公
害
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、「
ど
う
す
れ

ば
防
げ
た
か
、な
ぜ
当
時
は
防
げ
な
かっ

た
か
」に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
を
巡
ら
し

た
上
で
、な
る
べ
く
現
実
に
裏
打
ち
さ

れ
た
解
決
の
糸
口
を
掴
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
導
入

　　

と
は
い
え
、こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、専
門
ガ
イ
ド
が一
方
通
行
で
座
学

す
る
講
義
ス
タ
イ
ル
が
中
心
で
し
た
。こ

れ
は
小
・
中
学
生
向
け
と
し
て
は
好
評

で
し
た
が
、複
雑
な
経
緯
を
理
解
し
た

上
で
様
々
な
思
考
を
深
め
る
必
要
の

あ
る
大
学
生
に
は
不
評
で
、思
っ
た
よ

う
な
教
育
効
果
を
上
げ
ら
れ
て
こ
な

かっ
た
の
が
実
情
で
す
。

　

そ
こ
で
、今
年
度
か
ら
思
い
切
っ
て

手
法
を
転
換
す
べ
く
、三
条
市
在
住
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー・
石
本
貴

之
さ
ん
と
協
働
し
て
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
導
入
し
た
現
地
見
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

新
た
に
開
発
し
、中
央
大
学
法
学
部

中
澤
ゼ
ミ
＆
小
宮
ゼ
ミ
か
ら
ご
協
力
を

得
て
、今
夏
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　　「
正
解
の
な
い
問
い
」を
考
え
る

　　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、従
来
ど
お

り
新
潟
水
俣
病
の
発
生
経
緯
を
現
地

見
学
を
通
じ
て
学
ん
だ
後
、本
格
的

な
ワ
ー
ク
ショッ
プ
へ
と
移
行
し
ま
す
。そ

こ
で
は
、公
害
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
、①
ど
の
よ
う
な
教
訓
が
社

会
に
必
要
か
、②
当
時
の
関
係
者
が

行
動
に
移
せ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、③

自
分
が
企
業
の
当
事
者
だ
っ
た
場
合

に
ど
う
考
え
て
行
動
で
き
る
か…

な
ど

「
正
解
の
な
い
問
い
」に
つ
い
て
参
加
者

が
思
考
を
深
め
る
機
会
が
提
供
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
公
害
学
習
の
中
で
最
も

活
発
な
反
応
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
企
業
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

　　

こ
う
し
た
切
り
口
の
公
害
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、企
業
の
リ
ス
ク
管
理
が
問
わ

れ
が
ち
な
現
代
社
会
で
は
特
に
意
味
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
、将
来
的
に
は
企
業

や
行
政
職
員
向
け
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
も
応
用
で
き
る
よ
う
、一
層
の
進
化

（
深
化
）に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 石本貴之さん（三条市）石本貴之さん（三条市）




